
電話

電話をかける

1■ホーム画面→［電話］
電話番号入力画面が表示されます。
 • 通話履歴／お気に入りが表示された場合は「ダイヤルキー」タブをタップして
ください。

2■電話番号を入力
一般電話へかける場合には、同一市内でも市外局番から入力してください。

「 」：入力した数字を1桁削除
「 」（ロングタッチ）：すべての数字を削除
「電話帳に登録」：入力した電話番号を電話帳に登録
「 」：ボイスパーティーで電話をかける（▶P. 35）
「 」※：伝言メモ画面を表示
※ 伝言メモのあり／なしで表示が変わります。 

：伝言メモなし　 ：伝言メモあり　 ：伝言メモ全件録音済み
「 」：電話帳を起動
「1」をロングタッチ→［OK］と操作すると、お留守番サービスセンターに接続さ
れ、伝言を聞くことができます。※

※ お留守番サービスEXは有料オプションサービスです。

3■［ ］→通話→［ ］
通話中にdを押すと、通話音量（相手の方の声の大きさ）を調節できます。

 ◎ 発信中／通話中に顔などによって画面をおおうと、誤動作を防止するため画面
が消灯します。
 ◎ 送話口（マイク）をおおっても、相手の方には声が伝わりますのでご注意くださ
い。

■■電話番号入力画面のメニューを利用する
1■電話番号入力画面→［ ］

2 電話帳に登録※ 電話帳の連絡先に追加します。
番号非通知（184）付
加

電話番号に「184」を追加します。

番号通知（186）付加 電話番号に「186」を追加します。
自動ポーズ（,）付加※ 「,」を入力します。電話番号の後ろに「,」と番号を入力し

て電話をかけると、電話がつながってから約2秒後に
番号がプッシュ信号として自動的に送信されます。

手動ポーズ（;）付加※ 「;」を入力します。電話番号の後ろに「;」と番号を入力し
て電話をかけると、電話がつながってから「送信」を
タップしたときに番号をプッシュ信号として送信でき
ます。

メッセージを送る※ 入力した電話番号を宛先としたSMSを作成します。
▶P. 51「SMSを送信する」

スピードダイヤル 連絡先の電話番号を登録することで、簡単に電話をか
けることができます。

連絡先検索 電話番号を入力したときに連絡先を表示するかどうか
を設定します。

通話設定 ▶P. 87「通話に関する設定をする」
※ 電話番号が入力されている場合に表示されます。

■■通話中に利用できる操作
通話中画面で「スピーカー」／「ダイヤルキー」／「保留」／「 」をタップすると、次の
操作ができます。

スピーカー ハンズフリー通話に切り替えます。
ダイヤルキー プッシュ信号を送信します。
保留 通話を保留状態にします。

ミュート 自分の声を相手に聞こえないようにしま
す。

通話音声メモ 通話中の音声を録音します。
通話を追加 別の相手に電話をかけます。

■■緊急通報位置通知について
本製品は、警察・消防機関・海上保安本部への緊急通報の際、お客様の現在地（GPS情
報）が緊急通報先に通知されます。

 ◎ 日本国内の緊急機関に接続する場合は、auのVoLTE（LTEネットワーク）を利用
します。3G（回線交換ネットワーク）を利用しての接続はできません。
 ◎ 警察（110）・消防機関（119）・海上保安本部（118）について、ここでは緊急通
報受理機関と記載します。
 ◎ 本機能は、一部の緊急通報受理機関でご利用いただけない場合もあります。
 ◎ 緊急通報番号（110、119、118）の前に「184」を付加した場合は、電話番号と
同様にお客様の現在地を緊急通報受理機関に知らせることができません。
 ◎ GPS衛星または基地局の信号による電波を受信しづらい、地下街・建物内・ビル
の陰では、実際の現在地と異なる位置が、緊急通報受理機関へ通知される場合が
あります。
 ◎ GPS測位方法で通知できない場合は、基地局信号により、通知されます。
 ◎ 警察・消防機関・海上保安本部への緊急通報の際には、必ずお客様の所在地をご
確認の上、口頭でも正確な住所をお伝えくださいますようお願いいたします。な
お、おかけになった地域によっては、管轄の通報先に接続されない場合がありま
す。
 ◎ 緊急通報した際は、通話中もしくは通話切断後一定の時間内であれば、緊急通報
受理機関が、人の生命、身体などに差し迫った危険があると判断した場合には、
発信者の位置情報を取得する場合があります。

履歴を利用して電話をかける

1■電話番号入力画面→［通話履歴］
通話履歴一覧画面が表示されます。

：着信（青色）
：不在着信（赤色）
：伝言メモ再生
：発信

：着信拒否
：不在着信（ワン切り※）

：シンクコール対応電話番号
※ 約3秒以内に切れた不在着信をワン切りとみなします。お客様に折り返し電話させ、悪

質な有料番組につなげる行為の可能性がありますのでご注意ください。

2■電話をかける履歴の［ ］
選択した相手に電話を発信します。
 • 通話履歴一覧画面で履歴をタップすると履歴詳細画面が表示され、音声発信以
外にもSMSの作成や伝言メモ再生、電話帳に登録などの操作を行うことがで
きます。

 ◎ 履歴詳細画面で番号をロングタッチすると、クリップボードにコピーできます。
 ◎ 履歴詳細画面から、番号を連絡先に追加したり、SMSを作成したりすることな
どができます。
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ボイスパーティーで電話をかける
複数人（最大30人）で同時に通話できます。

1■電話番号入力画面→［ ］
ボイスパーティー履歴が表示されます。
初回起動時は、確認画面が表示されます。内容をご確認の上、画面の指示に従って
操作してください。

2■［ボイスパーティー追加］
3 電話帳呼び出し 連絡先に登録されている電話番号を選択してメンバー

に追加します。
通話履歴呼び出し 通話履歴から電話番号を選択してメンバーに追加しま

す。
直接入力 電話番号を直接入力してメンバーに追加します。

4■［メンバー追加］
操作 3 を繰り返して電話を発信するメンバーを追加します。
 • メンバーを削除するには「 」をタップします。

5■［ ］
ボイスパーティーメンバーに電話を発信します。

6■通話→［ ］
 • それぞれのメンバーの「 」をタップすると、選択したメンバーのみ通話を終
了できます。

 ◎ ボイスパーティーを利用するにはお申込みが必要です。
 ◎ 発信者には通話先に応じた通話料（人数分）が課金されます。
 ◎ 発信先として、緊急通報番号（110、119、118）や時報（117）などの特番は対
象外です。
 ◎ ボイスパーティーでの発信時は、「発信者番号通知を許可」の設定にかかわらず
発信者番号が通知されます。
 ◎ 発信後、どの着信者からも20秒間応答がない場合、ボイスパーティーは終了さ
れます。
 ◎ 発信者・着信者はボイスパーティーと三者通話を同時にご利用できません。
 ◎ 発信者・着信者はボイスパーティー中、割込着信をご利用できません。
 ◎ 発信者・着信者はボイスパーティー中にプッシュ信号を送信できません。
 ◎ 着信者がお留守番サービス、着信転送サービスを利用している場合、着信者はボ
イスパーティーに参加できません。
 ◎ auのVoLTE対応機種に着信した場合、伝言メモは応答しません。
 ◎ 着信者には発信者以外のメンバーの名前や電話番号は表示されません。

au電話から海外へかける（au国際電話サービス）
本製品からは、特別な手続きなしで国際電話をかけることができます。

例：本製品からアメリカの「212-123-XXXX」にかける場合

1■電話番号入力画面→国際アクセスコード、国番号、市外局番、相手の
方の電話番号を入力→［ ］

国際
アクセス
コード※1 ➡

国番号
（アメリカ） ➡

市外局番※2
➡

相手の方の
電話番号

010 1 212 123XXXX
※1 「0」をロングタッチすると、「＋」が入力され、発信時に「010」が自動で付加されま

す。
※2 市外局番が「0」で始まる場合は、「0」を除いて入力してください（イタリア・モスク

ワなど一部の国や地域の固定電話などの例外もあります）。

 ◎ au国際電話サービスは毎月のご利用限度額を設定させていただきます。auに
て、ご利用限度額を超過したことが確認された時点から同月内の末日までの期
間は、au国際電話サービスをご利用いただけません。
 ◎ ご利用限度額超過によりご利用停止となっても、翌月1日からご利用を再開でき
ます。また、ご利用停止中も国内通話は通常通りご利用いただけます。
 ◎ 通話料は、auより毎月のご利用料金と一括してのご請求となります。
 ◎ ご利用を希望されない場合は、お申し込みによりau国際電話サービスを取り扱
わないようにすることもできます。 
au国際電話サービスに関するお問い合わせ： 
au電話から（局番なしの）157番（通話料無料） 
一般電話から 0077-7-111（通話料無料） 
受付時間 9:00～20:00（年中無休）

電話を受ける
1■着信画面→［受話］／［スピーカー受話］

 • スリープモード中やスタート画面表示中は、着信画面で「 」を「 」までスラ
イドします。「シンクコール設定」（▶P. 36）の「表示している画面のまま受話す
る」が「OFF」の場合は、着信中に「電話に出る」をタップします。

2■通話→［ ］

■■電話がかかってきた場合の表示について
お買い上げ時は、着信すると次の内容が表示されます。
 • 相手の方から電話番号の通知があると、ポップアップ表示された操作パネルに電話
番号が表示されます。電話帳に登録されている場合は、名前が表示されます。

 • 相手の方から電話番号の通知がないと、ディスプレイに理由が表示されます。
「非通知設定」「公衆電話」「通知不可能※」
※ 相手の方が通知できない電話からかけている場合です。

着信時に相手の方の電話番号や名前などを表示しないようにすることもできます
（▶P. 87「着信相手非表示」）。

 ◎ LTE NET、LTE NET for DATAをご契約いただいていない場合、「データ使用
量」の「モバイルデータ」（▶P. 87）を「OFF」にしてご利用ください。

かかってきた電話に出なかった場合は
 ◎ ステータスバーに「 」が表示されます。ステータスバーを下にスライドして通
知パネルを開くと、着信のあった時間や電話番号、または電話帳に登録されてい
る名前が表示されます。

着信時に着信音、バイブレータを無効にするには
 ◎ 着信時にdを押すと、着信音、バイブレータを無効にすることができます。
他の機能をご利用中に着信した場合は

 ◎ 動画を録画していた場合は、録画が中断され、録画していたデータは保存されま
す。
 ◎ 音声レコーダーなどで録音していた場合は、録音が中断されます。
 ◎ マナーモード（ドライブ）に設定している場合は、自動的に伝言メモが起動しま
す。

着信中にシンクコール表示が行われない場合は
 ◎ 本体メモリの空き容量が少ない状態では、着信時にシンクコールが表示されな
いことがあります。
その場合は、通知パネルから着信応答を行うか、不要なアプリを削除してメモリ
の空き容量を増やしてください。また、メモリ負荷の高いアプリ等を長時間使用
する場合は、事前にシンクコール設定にて「表示している画面のまま受話する」
を「OFF」にしておくことをおすすめします。

■■着信中のメニューを利用する
1■着信画面→［ ］

 •「 」が表示されている場合は、「 」をタップし、手順3へ進みます。

2	操作パネルを下へドラッグ→［ ］

3 SMS応答 着信拒否をして、SMSのメッセージで応答します。
 • 定型文を選択するか、または自分で文章を作成して
返信することもできます。定型文をあらかじめ編集
しておくこともできます。

伝言メモ応答 伝言メモのメッセージで応答し、相手の方の伝言を録
音します（▶P. 35「着信に伝言メモで応答する」）。

転送 かかってきた電話に出ずに、転送先の電話番号へ転送
します。
 • 転送先の登録方法については「手動で転送する（選択
転送）」（▶P. 94）をご参照ください。

 ◎ 伝言メモ録音中に「 」から「 」まで右にスライドすると、電話に出ることが
できます。

着信に伝言メモで応答する
伝言メモを設定していなくても、手動で起動できます。

1■着信画面→［ ］
 •「 」が表示されている場合は、「 」をタップし、手順3へ進みます。

2■操作パネルを下へドラッグ→［ ］

3■［伝言メモ応答］

着信を拒否する

1■着信画面→［拒否］
 • 着信音が止まって電話が切れます。相手の方には音声ガイダンスでお知らせし
ます。

 • スリープモード中やスタート画面表示中は、着信画面で「 」を「 」までスラ
イドします。「シンクコール設定」（▶P. 36）の「表示している画面のまま受話す
る」が「OFF」の場合は、着信中に「拒否」をタップします。
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着信を拒否してメッセージ（SMS）を送信する

1■着信画面→［ ］
 •「 」が表示されている場合は、「 」をタップし、手順3へ進みます。

2■操作パネルを下へドラッグ→［ ］

3■［SMS応答］
4■送信したいメッセージをタップ

 •「カスタムメッセージ」をタップすると、メッセージを作成して送信できます。

 ◎ 既存のメッセージを編集する場合は、アプリ一覧→［設定］→［通話］→［SMS応
答］→既存のメッセージをタップして編集→［OK］と操作します。

シンクコールについて
操作画面のまま、通話することができます。さらに、auのVoLTE（LTEネットワーク）
を利用して、通話相手と表示中のスマホの画面、カメラで映している映像、お互いの位
置情報、手書きの文字や絵をリアルタイムで共有する機能です。

■■通話中に利用できる操作
通話中にシンクコールのポップアップが表示されていない場合は、「 」をタップす
ると、次の操作ができます。
 • 利用方法については、アプリ一覧→［設定］→［通話］→［シンクコール設定］→［シン
クコールについて］と操作して使用方法をご参照ください。

電話画面を表示します。
スピーカーON／ス
ピーカーOFF

ハンズフリー通話のON／OFFを切り替えます。

終話 通話を終了します。
画面シンク 通話中に画面を相手に送信します。
カメラシンク カメラで写している映像を相手に送信します。
位置シンク お互いの位置情報を地図上に表示します。
手書きシンク 画面上で手書きの文字を共有します。
メディア 利用中の他の機能の音量を調整します。
通話 通話中の音量を調整します。

▶P. 36「シンクコールを設定する」
ポップアップを閉じます。

シンクコールを設定する

1■アプリ一覧→［設定］→［通話］→［シンクコール設定］
2 シンクコールにつ

いて
シンクコールの使用方法を表示します。

シンクコールを有
効にする

シンクコールを利用するかどうかを設定します。

表示している画面
のまま受話する

着信時に、表示している画面のまま着信するかどうかを
設定します。

手書きシンクの自
動保存

手書きシンクを利用して終了した際に、手書きシンクし
た画像を自動でデータフォルダへ保存するかどうかを設
定します。

通話終了後のお知
らせ

通話相手がシンク機能を利用可能な場合、通話終了後に
お知らせを表示します（通話相手がアドレス帳に登録さ
れている場合のみ）。

利用規約 シンクコールの利用規約を表示します。
プライバシーポリ
シー

プライバシーポリシーを表示します。

オープンソースラ
イセンス

オープンソースライセンスを表示します。

バージョン情報 シンクコールアプリのバージョンを確認します。

3■［閉じる］

伝言メモを利用する
伝言メモを設定すると、お留守番サービスEXを契約していない場合でも、電話に応答
できないときに応答メッセージを再生し、相手の音声を録音することができます。1
件あたりの最大録音時間は約60秒です。

1■アプリ一覧→［設定］→［通話］→［伝言メモ］
2 伝言メモ応答設定 伝言メモを利用するかどうかを設定します。

応答時間 応答するまでの時間を設定します。
伝言メモリスト 伝言メモのリストを表示し、再生や削除などを行うこと

ができます。

 ◎ 録音された伝言メモがある場合は、ステータスバーに が表示されます。ス
テータスバーを下にスライド→［伝言メモ録音あり］と操作すると、伝言メモリ
スト画面が表示され、録音された伝言メモを確認できます。
 ◎ 録音された伝言メモを削除するには、伝言メモリスト画面で伝言メモをロング
タッチ→［削除］→［OK］と操作します。

自分の電話番号を確認する（プロフィール）

1■アプリ一覧→［設定］→［プロフィール］
プロフィール画面が表示されます。

■■プロフィールを登録する
1■プロフィール画面→［ ］

 • プロフィール編集画面が表示されます。

2■必要な項目を入力→［保存］

 ◎ アプリ一覧→［電話帳］→［すべての連絡先］→自分の名前の部分をタップして
も、自分の電話番号を確認できます（▶P. 58）。

36 電話

CA48.indb   36 2016/06/09   10:17:13




